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《
今
月
の
問
題
》

次
の
　
　
　
に
入
る
言
葉
を
、
そ

れ
ぞ
れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
19
年
10
月
か
ら
、
気
象
庁
に
よ

る
、

速
報
の
提
供
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

②
10
月
20
日
か
ら
12
月
末
ま
で
、

高
齢
者
等
の
　
　
　
　
　
予
防

接
種
を
行
い
ま
す
。

《
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
》

木
製
玩が

ん

具ぐ

の「
ス
テ
ッ
プ
の
店
」

ご
提
供
の
、「
木
製
ミ
ニ
カ
ー(

１

台)

」
を
、
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
40
人
に
差
し
上
げ
ま
す
。

《
７
月
号
の
正
解
》

①
二
尺
玉
　
②
と
う
ろ
う
　

◆
応
募
総
数
66
通
中
、
正
解
62
通

今月のテーマ「年末の楽しみ方」についていただいたコメントは、おたよ
りパレットや市ホームページで紹介させていただく場合があります。

年末の楽しみ方
についてのコメント

《応募方法》ハガキまたはＥメールに、
クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話
番号・今月のテーマについてのコメン
トを記入の上、10月24日（水）までにご
応募ください（１人につき１通）。
（Ｅメールアドレス）
kohokocho@city.kumagaya.l
g jp

●8月23日　第27回高齢者芸能大会
熊谷文化創造館さくらめいとで、市内各地区の

高齢者の方たちが、踊り、合唱など日頃の成果を
発表し、交流を深めました。

●９月１日　
関東大震災朝鮮人犠牲者
追悼式
関東大震災により犠牲になられ

た朝鮮人の方々の慰霊のため、メ
モリアル彩雲で追悼式が行われま
した。

テーマ　食欲の秋に食べたいもの

市報クイズ5月号で寄せられた意見を紹介します。

●なんと言っても新米のごはんです。つやつやと輝き、ふっ
くらとした炊き立てのごはんは最高です。 (60代･女性)
●熊谷の名産でもある小麦粉で作り上げたうどんを食べてみ
たいのですが、どこがおいしいか紹介していただければ
色々と食べ歩いてみたいです。 (40代･女性)
●江南産の栗です。焼き栗や渋皮煮も良いのですが、やはり「ゆ
で栗」。黄色いほくほくした栗の味は最高です。 （60代･女性）
●なし・ぶどう・栗などの果物が大好きです。熊谷周辺には
産地が多いので、秋は大好きです。 (30代･女性)
●「焼きさんま」です。最近はほとんど見かけなくなった、
七輪の炭火で焼くあの煙の匂いはたまりません。今年はぜ
ひ、家の庭でやりたいと思っています。 (60代･男性)

●体にやさしく健康にもよい「さつまいも」です。煮てもよ
し、焼いても大変おいしい。砂糖いらずで、ほくほくの味
です。 (60代･女性)
●涼しくなってくるとなぜか炊き込みごはんを食べたくなりま
す。おいしいレシピがあったら教えてください！ (50代･女性)

●松茸の炭火焼です。ビールを片手に最高のごちそうです。
(20代･女性)

すっかり涼しくなり、食べ物がおいしい季節がやってき
ました。ぜひとも地元産の米・野菜・果物など、季節の味
覚を味わいながら、熊谷の秋をお楽しみください。
※市ホームページ http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、
更に詳しく紹介しています。

●８月19日　
県の魚ムサシトミヨと水に触れあおう！
ムサシトミヨ保護センターでムサシトミヨ

の水槽展示と、魚のつかみ取りなど水に親し
むイベントが行われ、子どもたちは暑い夏の
一日を大はしゃぎで楽しみました。

市報クイズ8月号で寄せられた意見を紹介します。

市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課3内線212までお問合せください。

●8月21日・23日・28日
江南文化財センター夏休み企画
「あなたも古代人」

江南文化財センターで、古代に思いを馳
は

せる子
どもたちのまが玉づくり体験教室が開かれ、みん
な上

じょう

手
ず

につくりあげることができました。

●8月25日
元気！熊谷っ子まつり
中央公園で「元気！熊谷っ子まつり」が行

われ、伝統遊具作り(水鉄砲・竹とんぼ)など、
残り少ない夏休みの一日を子どもたちが楽し
みました。

住所：上之1980-12
定休日：日曜日・祝祭日

●8月21日　
青年海外協力隊員市長に帰国報告
アフリカのガボンで２年間の任務を終

えて帰国した岩崎佳奈さんが、任務の成
果や任地の様子を市長に報告しました。

●９月８日～10日　
熊谷市小中学校科学展
市内小・中学生の科学研究作品

が、市民体育館において一堂に展
示されました。

●９月８日・９日
荒川緑地グランドの清掃復旧活動
台風９号による荒川の増水により冠水被害を受けた

荒川緑地グランドの清掃と補修を、熊谷市早起き野球
連盟と熊谷市ソフトボール協会の皆さんにご協力いた
だきました。

●８月27日　　
大我井神社火祭り
毎年この日に行われる火祭

りは、大迫力の火柱と、夜空
を彩る打ち上げ花火の共演が
見事で、訪れた大勢の観客か
らの歓声が絶えませんでし
た。

●９月１日　
映画「歓喜の歌」クランクア
ップ記者会見
妻沼中央公民館大ホールで、2008

年１月に全国ロードショーとなる
「歓喜の歌」の主要キャストによる
舞台あいさつとクライマックスシー
ンの撮影が行われ、約700人のエキ
ストラの方が集まりました。

●９月１日　
太田児童クラブ開設
太田小学校の余裕教室に児童ク

ラブが開設され、９月３日に市長
が児童とふれあいました。

たけ

熊谷市早起き野球連盟の皆さんの
作業風景
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イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
は
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
の
最
南

端
に
位
置
す
る
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
情
緒
の
漂
う
美
し
い
港
湾
都
市

で
す
。
サ
ウ
ス
ラ
ン
ド
地
方
の
中

心
都
市
と
し
て
、
公
共
施
設
や
交

通
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

人
口
は
５
万
人
強
で
、
市
の
面

積
は
４
９
１
・
４
２
h
で
す
。

(

熊
谷
市
は
１
５
９
・
８
８
h)

イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
は
、
南

半
球
に
あ
る
た
め
、
日
本
を
含
む

北
半
球
と
は
、
季
節
が
逆
と
な
り

ま
す
。

温
暖
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
が

は
っ
き
り
と
し
て
お
り
、
海
岸
沿

い
に
位
置
す
る
た
め
、
朝
晩
の
急

激
な
温
度
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
夏
季
は
、
太
陽
の
出
て
い

る
時
間
が
５
時
か
ら
22
時
ま
で
と

長
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
を

存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

熊
谷
市
と
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル

市
は
、
平
成
５
年
４
月
20
日
に
姉

妹
都
市
提
携
を
し
、
今
年
で
14
年

目
で
す
。

熊
谷
市
国
際
交
流
協
会
の
ご
協

力
の
も
と
、
毎
年
の
よ
う
に
行

政
・
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

産
業
等
、
各
方
面
で
活
発
な
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
遠
い
海
を
越
え

た
両
市
の
友
好
の
絆
は
、
一
層
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

南
半
球
の
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
端
に
位
置
す
る
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
は
、
熊
谷
市
唯
一
の
姉
妹

都
市
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
課
　
3
内
線
２
２
０

熊谷市とインバーカー
ギル市の位置関係

熊谷市からの距離9,632km
日本との時差＋３時間
（夏時間では＋4時間）

熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市熊谷市

インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市インバーカーギル市
最南端となるスターリン・ポイント。
世界各地の主要都市(熊谷を含む)まで
の距離を示した看板が立っている。

熊
谷
市
と
イ
ン
バ
ー
カ
ー

ギ
ル
市
の
友
好
関
係

イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
っ

て
ど
ん
な
都
市
？

c a g i l l イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市

イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
美
し
い
姉
妹
都
市

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
美
し
い
姉
妹
都
市

伝えたい気持ちがあれば
「為せば成る」

関わったすべての方々に
感謝です

インバーカーギルは、住
んじゃいたいくらい素敵な
まちでした。また、現地高
校生の授業に向かう姿勢は
ものすごくまじめで、とて
も刺激を受けました。コミ
ュニケーションに苦労する
こともありましたが、大事
なのは英語力よりも、「伝
えたい」という気持ちなん
だということを感じまし
た。その気持ちさえあれば、
「為せば成る」です！

あっという間の2週間で、
帰りたくないくらい楽しか
ったです。私のホストファ
ミリーは牧場経営者だった
ので、牧場の仕事を手伝い
ながらたくさんの交流がで
きました。今回貴重な経験
を積ませていただき、両親
をはじめ関わったすべての
方々に感謝しています。今
後もたくさん勉強して、将
来もう一度ニュージーラン
ドに行ってみたいです。

教
育
交
流
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す

市役所１階ロビーにある「パシフ
ィックリム」をご存知ですか？
これは、姉妹都市提携10周年を記
念して、インバーカーギル市から贈
られたガラス製のモニュメントで、
全く同じものがインバーカーギル市
役所にも設置されています。
市では、両市の友好にちなんで、

市民課に婚姻届を提出されたカップ
ルを対象に、記念フォトサービスを
行っています。ご入籍の記念に、ぜ
ひともご利用ください。

両市の友好の証

パシフィックリム

サウスランド美術館・博物館
主に、インバーカーギルとその近郊の開

拓当時の遺品とニュージーランドの手工芸
品、ビクトリア王朝時代の美術品が展示さ
れる。また、博物館では、恐竜の子孫とい
われるトゥアタラの飼育も見学できる。

クイーンズパーク
市の中心に位置する総面積80ヘクタールの美し
い公園。園内には、ローズガーデン、日本庭園、
動物園、スポーツ施設などがあり、市民の憩の場
となっている。

アルミニウム精錬所(ＮＺＡＳ）
ティワイ半島にあり、1971年にオープン

した、ニュージーランド唯一のアルミニウ
ム精錬所で、900人以上が働く。世界最高純
度の高品質なア
ルミニウムを生
産し、2006年に
は337,264トンを
生産した。また、
その6割は日本へ
輸出されている。

ブラフオイスター(カキ)
漁業も盛んなインバーカーギルに
おいて、カキ漁は、100年以上前から
盛んに行われており、好んで食され
ている。また、毎年4月には、ブラ

フ・オイスタ
ー＆シーフー
ド・フェステ
ィバルも開催
され、大いに
賑わう。

アンダーソンパーク
ロバート・アンダーソン卿夫妻の邸宅と広
大な敷地が、夫妻の死後、公園として提供さ
れたもので、インバーカーギルの北の郊外に
位置する。邸宅は
アートギャラリー
となっており、広
い園内ではウォー
キングやピクニッ
クなどが楽しめる。

トゥアタラ

イ
ン
バ
ー
カ
ー
ギ
ル
市
の

み
ど
こ
ろ

絶
対
行
き
た
い
！

熊谷の高校・大学

市立女子高校

県立熊谷高校

県立熊谷西高校

県立熊谷女子高校

立正大学

サウスランドガールズ高校

サウスランドボーイズ高校

ジェームズハーゲスト高校

サウスランドガールズ高校

南ニュージーランド工科大学

平成6年～18年　姉妹校

平成7年～　兄弟校

平成7年～　姉妹校

平成19年～　交流開始

平成7年～　友好校

相手校 提携・交流の状況

9,632km

県立熊谷女子高校
平成19年インバーカーギル派遣団

写真右：ブラフヒルからの眺め
写真左上：メインストリート「Dee Street」
写真左中：桜が咲く「Esk Street」
写真左下：シビックシアター

き
ず
な

団長

角
かく

田
た

里美さん(左・2年生)

副団長

田口綾乃さん(右・2年生)

ディー ストリート

エスク ストリート

にぎ



古紙配合率100％再生紙を
使用しています。環境にやさしい大豆油インキ 32

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネッ
トでも「市報くまがや」をご覧になれます。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/「市報くまがや」は毎月１日(原則)に発行します。

■人口 206,769人(＋22) 男103,581人(＋12) 女 103,188人(＋10) ■世帯 80,269世帯(＋52)
人口と世帯　●平成19年９月１日現在（対前月比）
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お
え
か
き
ラ
イ
タ
ー
　
　
大
屋
　
智
子
さ
ん(

肥
塚
出
身)

■材　料
ごぼう　　　　　　　　　　２本
かたくり粉　　　　　　　　適量　
ごま(すりごま) 大さじ５～７(お好みで)
甘辛しょうゆたれ・甘たれ　
揚げ油　　　　　　　　　　

甘辛しょうゆたれ　　　　　甘たれ
さとう　　１ 1/２カップ　　　　　　　
しょうゆ　大さじ５　　　　　　　　
酒　　　　大さじ１～２

■作り方
①ごぼうを良く洗い、５～６cm程度の長さに切り、さ
らに好みの５～８ｍｍの厚さに切る。

②水につけあく抜きをし、蒸気の上がった蒸し器に入
れて蒸す。
③蒸したごぼうをのばし、かたくり粉をつけ、熱した
油でごぼうを焦げ目がつ
く程度に揚げる。
④好みの甘辛しょうゆたれ、
甘たれをつくり、揚げた
ごぼうをまぜる。仕上げ
に、すりごまをからめる。

今月の料理人は大麻生の　奥野房枝さん

『一言アドバイス』
ごぼうはアクが強いので15分程度水にさらして使用します。
変色は酸により防止できるので、切ったらすぐ酢水につけ
ましょう。油を通すと甘味が増し風味が引き立ちます。香
りを生かした食べ方がおすすめです。

◆健康づくり課　3048-528-0601

さとう　１ 1/２カップ　　
塩　　　20g
酒　　　大さじ２～３

●おやつに、おつまみに！食物繊維たっぷり！

変わりごぼう揚げ
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お
え
か
き
ラ
イ
タ
ー
と
ま
こ
誕
生

　
旅
に
は
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
方
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
、
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

旅
は
全
く
違
う
環
境
に
身
を
置
き
、
そ
こ

の
秩
序
に
従
っ
て
動
き
な
が
ら
、
自
分
と

向
き
合
う
こ
と
だ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
国
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
時
代

に
生
き
て
い
た
ら
、
自
分
は
き
っ
と
…
。

想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
、
わ
く
わ
く
す
る
と

同
時
に
、
自
分
自
身
の
知
ら
な
か
っ
た
意

外
な
面
に
気
づ
い
た
り
、
や
っ
ぱ
り
こ
う

だ
ろ
う
、
と
再
確
認
し
た
り
、
自
分
を
意

識
す
る
作
業
の
連
続
で
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

も
の
を
み
つ
け
て
い
た
気
が
す
る
の
で
す
。

　
旅
行
会
社
の
秘
境
添
乗
員
時
代
に
は
、

貴
重
な
経
験
も
た
く
さ
ん
で
き
た
し
、
い

ろ
い
ろ
な
人
に
も
出
会
え
た
し
、
ほ
と
ん

ど
絵
を
描
か
な
か
っ
た
私
が
今
の
仕
事
に

も
な
っ
て
い
る
「
お
え
か
き
」
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
た
の
で
す
。
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
！
で
す
が
、
仕
事
と
し
て
の
旅
は
、

日
本
型
の
社
会
や
秩
序
を
持
ち
込
ん
だ
ま

ま
動
い
て
い
る
気
が
し
て
、「
旅
」と
は
違

う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
ど
か
し
さ

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
添
乗
員
と
し
て
の

旅
を
重
ね
る
ご
と
に
、
自
分
の
思
う「
旅
」

を
し
た
い
と
い
う
心
の
声
が
聞
こ
え
て
き

て
し
ま
い
、
同
時
に
、
仕
事
を
辞
め
よ
う

か
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
当
時
職
場
の
上
司
で
あ
っ

た
夫
に
、「
ど
ん
な
人
に
と
っ
て
も
、
経

験
す
る
こ
と
は
大
事
で
、
そ
れ
が
あ
る
の

と
な
い
の
で
は
ま
っ
た
く
違
う
し
、
そ
の

差
は
大
き
い
。
そ
こ
で
何
を
感
じ
よ
う
と

も
、
も
し
く
は
感
じ
な
く
て
も
そ
れ
は
自

由
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
人
を

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
た
い

し
た
仕
事
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
目
か

ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
自
分
が

見
て
、
経
験
し
て
、
感
じ
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
た「
自
分
の
た
め
の
旅
」を
し
て
き

た
私
が
、
は
じ
め
て
、「
人
の
た
め
の
旅
」

を
意
識
し
た
の
で
す
。
夫
は
、「
旅
」と
い

う
同
じ
根
っ
こ
を
持
っ
た
人
で
も
あ
り
、

私
の「
旅
」に
対
す
る
枠
を
広
げ
て
く
れ
た

人
で
も
あ
り
ま
す
。

　
夫
と
出
会
っ
て
、
私
の
心
が
新
た
に
語

り
か
け
て
き
た
の
は
、
彼
と
一
緒
に
旅
に

出
て
、
旅
の
本
を
書
き
た
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
そ
ん
な
夫
と
南
米
を
旅
し
て
、

お
え
か
き
エ
ッ
セ
イ
を
出
版
で
き
た
こ
と

は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
た
め
の
旅
と
人
の
た
め
の
旅
の
両
方

の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

エ
ッ
セ
イ
本
、
続
い
て
の
お
え
か
き
ガ
イ

ド
本
も
出
版
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
旅
に
出
て
、
読
者

の
方
が
自
分
自
身
の
経
験
と
思
っ
て
楽
し

く
読
め
る
本
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
元
の
熊
谷
で
も
、
講
座
を
開
い
た

り
、
熊
谷
の
お
え
か
き
マ
ッ
プ
も
作
っ
て

み
た
い
で
す
ね
！

今
月
号
の
ロ
ゴ
と
タ
イ
ト
ル
は
、
お
え
か
き
ラ
イ
タ
ー
と
ま
こ
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆農業振興課　3内線442




